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イ
ン
ド
洋
上
に
お
け
る
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
補
給
活
動
に
対
す
る
駐
日
米
大
使
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
四
日
、
シ
ー
フ
ァ
ー
駐
日
米
大
使
が
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
し
、
イ
ン
ド
洋
で
海
上
自
衛

隊
が
補
給
し
た
燃
料
が
イ
ラ
ク
戦
争
に
転
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
惑
に
対
し
て
、
「
イ
ラ
ク
戦
争
用
の
燃
料
を
日

本
か
ら
も
ら
う
必
要
は
な
い
。
（
情
報
を
公
開
し
て
も
）
納
得
い
か
な
い
人
た
ち
は
、
政
治
的
な
理
由
で
満
足
し
な
い
の
だ

ろ
う
」
と
述
べ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
シ
ー
フ
ァ
ー
大
使
の
発
言
（
以
下
、
「
シ
ー
フ
ァ
ー
発
言
」
と
い
う
。
）

を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
シ
ー
フ
ァ
ー
発
言
」
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。
例
え
ば
二
〇
〇
七
年
十
月
十
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁

書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
七
六
号
）
で
は
、
「
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
三
日
間
に
、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
は
不
朽

の
自
由
作
戦
を
支
援
す
る
任
務
を
行
っ
た
。
二
月
二
十
八
日
の
夜
、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
は
南
方
監
視
作
戦
を
支
援
す
る
た
め
北

ア
ラ
ビ
ア
湾
に
到
着
し
た
。
」
と
の
、
我
が
国
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
米
側
の
回
答
（
以
下
、
「
回
答
」
と
い
う
。
）
が
あ

り
、
仮
に
我
が
国
か
ら
の
給
油
が
直
接
イ
ラ
ク
戦
争
に
転
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
な
い
に
し
て
も
、
米
側
が
「
回

答
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が
北
ア
ラ
ビ
ア
湾
に
向
か
う
前
段
で
、
補
給
艦
ペ
コ
ス
を
通
じ
て
我
が
国
か

ら
の
給
油
支
援
を
間
接
的
に
受
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
米
側
の
認
識
と
し
て
も
、
我
が
国
か
ら
給
油
さ
れ
た

一



燃
料
の
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
転
用
は
な
か
っ
た
と
は
百
％
言
い
切
れ
な
い
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
し
て
お
り
、
「
イ
ラ
ク
戦
争
用

の
燃
料
を
日
本
か
ら
も
ら
う
必
要
は
な
い
。
（
情
報
を
公
開
し
て
も
）
納
得
い
か
な
い
人
た
ち
は
、
政
治
的
な
理
由
で
満
足

し
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
の
「
シ
ー
フ
ァ
ー
発
言
」
は
自
己
本
意
で
誠
意
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
如

何
。

三

「
シ
ー
フ
ァ
ー
発
言
」
に
つ
い
て
、
政
府
は
シ
ー
フ
ァ
ー
大
使
本
人
ま
た
は
米
国
側
に
意
見
を
伝
え
た
か
。
伝
え
た
の
な

ら
ば
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

三
で
、
伝
え
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


